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問１：この記事は二つの防災
ぼうさい

訓練
くんれん

記事を一つの見出しで表現しています。二つの防

災訓練の｢想定
そうてい

｣に共通しているのは次のどれでしょう。○をつけましょう。 

   A : 震度
し ん ど

７    B : 竜巻
たつまき

    C : 南海トラフ地震 

問２：左の記事には｢防災｣に関わる｢シェイクアウト｣という、聞き慣れない用語が

出ています。｢シェイクアウト｣とはどんな意味なのでしょう。 

  (                                 ) 

問３：実際の記事の見出しには□にどんな言葉が入っていたでしょう。記号に○を

つけましょう。 

A : 問題   B : 怠
おこた

り   C: 心配 

発展：学校での避難訓練の体験などから、あなたが｢防災｣についていつも心がけて

いることを、書きましょう。 

 

 
 



【活用にあたって】 

４年生で学習する｢地震からくらしを守る｣の単元では、

｢大地震が起きたらどんな被害が起こるのかを資料から読

み取り、避難訓練を行う意味について関心をもつ｣｢学校で

地震に備えていることや、市や地域の地震対策や工夫につ

いて考え、取り組みを理解する｣ことがねらいとされていま

す。今回の記事には県自治センターと県警の取り組みが紹

介されており、学習のねらいに迫ることのできる最適な資

料の一つだろうと考えます。 

問３については、どれを選んでも間違いにはならない解

答を用意しました。｢新聞の見出し｣に使われた言葉を選ぶ

ということで補説をお願いします。記事は未学習の漢字も

多いので、先生が児童と一緒に読んであげて下さい。 

解答例 

問１： C: 南海トラフ地震 

問２： その場で姿勢を低くして頭を守り、１分間じっと

する訓練 

問３： B: 怠り 

発展： 学校独自の約束(例：おはしの約束→押さない・走

らない・しゃべらない等)などにふれ、まず自らを

守ろうとすることが書けていると良い。 


